
九州の鉱工業生産動向
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［基調判断］……………持ち直しの動きが続いている
２０１０年３月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、一般機械や輸送機械などの生産は好調に
推移しましたが、鉄鋼の生産の落ち込み（生産設備のトラブルの影響）や、生産調整が行われた化学（プ
ラントの定期修繕）などが影響し、前月比１．５％低下の９６．９と２ヵ月連続で前月実績を下回りました。
しかしながら、一時的な要因によるところが強く、生産活動自体は持ち直しを維持しています。

［業種別動向］……………一時的な要因により鉄鋼、化学の生産は減少
業種別の寄与度を見ると、一般機械のほか輸送機械がプラスに寄与しました。一方、マイナス寄与

について、鉄鋼、化学のほか、金属製品が前月の公共工事による生産増の反動等が影響しています。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）福岡県
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、輸送機械がエコカー減税効果等で好調だった前月の反動により低下した為、総合指

数は横ばいとなりました。しかしながら乗用車の生産は高水準で推移しており、持ち直しの動きは続

いています。

消費面では、消費者の節約志向は依然強く、大型小売店販売額は前年割れで推移しているものの、

住宅建設については、マンション着工件数が大幅に増加したことに伴い、１６ヵ月ぶりに前年実績を上

回りました。公共工事についても件数・金額ともに増加するなど、総じて堅調な動きがみられていま

す。

［生産活動］……………総合指数は横ばい

２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は９１．０となり前月比１．８％低下し

ました。

主要業種をみると、自動車生産は高水準で推移

しており、自動車向け鋼板等が好調な鉄鋼は上昇

しています。輸送機械については、輸出は好調で

すが、国内向けではエコカー減税等政策の影響に

よる反動が大きいこともあり低下しています。

［大型小売店］……………前年割れが続く

百貨店、スーパーともに消費者の節約志向は依

然として強く、３月の大型小売店全体での販売額

は前年比４．６％減の５１７億円と２０ヵ月連続で前年比

マイナスとなりました。

内訳をみると、百貨店は、前年比６．８％減の２３２

億円、スーパーについても同比２．８％減の２８５億円

となりました。

福岡県経済動向
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福岡県

［住宅建設］……………１６ヵ月ぶりに前年比プラス

３月の新設住宅着工戸数は、貸家は前年比３．９％

減の１，３１６戸と小幅ながら減少した一方、持家は

同比６．４％増の７３０戸、また分譲マンションが大型

物件の着工により同比２１４％増となったことから、

分譲全体も同比１４６．７％増の１，０６１戸と大幅に増加

しました。全体でも１６ヵ月ぶりに前年比プラスと

なっています。

［公共工事］……………請負件数・金額ともに増加

３月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比９．６％増の９７０件、金額についても同

比２３．３％増の５４２億円と件数・金額ともに増加し

ました。

発注者別でみると、「国」の道路関連や港湾整

備などの大型案件に加え、「市町村」発注の小口

案件が増加し、発注額も前年比で倍増するなど、

件数・金額ともに増加しています。

［企業倒産］……………倒産件数、負債総額ともに減少

４月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比２５．０％減の２７件、負債総額

は、大型倒産が発生した前年同月（製造企業の破

綻などにより１８８億円を計上）に比べ、８４．０％減の

３０億円と減少しました。

前月比でも、件数および負債総額ともに減少し

ています。

経済動向

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………持ち直しの動きが持続している

生産活動では、電子部品・デバイスなどの低下により総合指数は横這いとなり、持ち直しの動きは

持続しています。公共工事は昨年７月以降、請負金額での前年比増加が続いています。住宅建設は持

家が５ヵ月連続で前年比増加しています。大型小売店販売額については天候不順などで前年実績を下

回りました。企業倒産は１０億円超の倒産が２件発生し、負債総額は過去１年間で最大となりました。

［生産活動］……………電子部品・デバイスなどの低下により、
総合指数は横這い

２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は９６．３と前月比０．４％低下しまし

た。

一般機械や輸送機械は上昇したものの、生産ウ

エイトの大きい電子部品・デバイスのほか食料

品・たばこが低下し、総合指数はほぼ横這いとな

りました。

［大型小売店］……………春物衣料の不調などで前年比マイナス

３月の県内大型小売店販売額は、前年比５．１％

減の１３６億円と前年実績を下回りました。前年に

比べて日曜日が１日少ないことや天候不順などが、

マイナス要因となりました。

春物が不調だった衣料品は前年比１２．１％減、飲

食料品は催事関連で動きがみられたものの単価下

落などにより、同比０．７％減少しました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………持家は５ヵ月連続で前年比増加

３月の新設住宅着工戸数は、前年比１１．１％減の

７２８戸と、３ヵ月続けて前年を下回りました。

持家は前年比７．９％増の３４０戸、貸家は同比３６．９

％増加し３４１戸となりました。一方、分譲はマン

ション着工がなく戸建分譲のみで、同比６０．２％減

の４５戸と低調でした。前年同月の給与住宅大量着

工の反動がみられる一方、持家の着工は５ヵ月連

続で前年比増加するなど持ち直しの動きもみられ

ます。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに前年比増加

３月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比１１．６％増の５３０件、金額が同比７．８％

増の２５０億円と、件数、請負金額ともに前年比増

加しました。

熊本合同庁舎工事などで「国」発注分は大幅に

増加しましたが、「独立行政法人等」「市町村」は

前年比減少しました。

［企業倒産］……………１０億円超の倒産が２件発生し、負債金額は
過去１年間で最大

４月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数は前年比１．４倍増の１２件、負債総額が

同比４６．７％増の３８億７００万円となりました。

倒産件数は前月より２件減少したものの、負債

額１０億円以上の倒産が２件発生したため、負債総

額は過去１年間で最大となりました。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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（出所）長崎県

長崎県の大型小売店販売額

（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、電子部品・デバイスのほか主要業種が揃って上昇し、持ち直しの動きが続いていま

す。住宅建設は持家、貸家の増加で前年実績を上回り、大型小売店販売額は減少率に縮小傾向がみら

れます。公共工事は前倒し発注の反動等で前年実績を下回っていますが、減少率は縮小しています。

企業倒産は件数、負債金額ともに過去１年間で最低となりました。

［生産活動］……………電子部品・デバイスなど主要業種が揃って上昇

２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比５．７％上昇し１２７．５となり

ました。

半導体等の電子部品・デバイスをはじめ、食料

品・たばこなど主要業種の指数が揃って上昇し、

総合指数も２ヵ月ぶりに上昇しました。

［大型小売店］……………売上減少続くが、減少率は縮小傾向

３月の県内大型小売店販売額は、節約志向が続

くなか、前年比１．４％減の９３億円と前年を下回り

ましたが、減少率は縮小傾向にあります。

天候不順で衣料品は前年比８．６％減と低調だっ

たものの、新エコポイント制度導入前の駆込み需

要が発生し、電気機械器具は好調でした。

業態別では、百貨店は同比３．８％減、スーパー

は同比０．２％減少しました。

長崎県経済動向
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［住宅建設］……………持家、貸家が増加し前年比プラス

３月の新設住宅着工戸数は、前年比１８．５％増加

し３４６戸となりました。

持家は前年比４．３％増の１４６戸、貸家は同比

４０．３％増の１８８戸と増加しましたが、分譲は戸建

分のみでマンション着工がなく、同比２９．４％減の

１２戸と減少しました。

住宅取得優遇制度の利用などで持家は堅調な動

きを示すとともに、貸家着工の増加もあって、住

宅着工は前年比ベースで増加傾向となっています。

［公共工事］……………請負金額の前年比減少率は縮小

３月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比３１．１％増の４２６件、金額が同比９．９％

減の１８０億円と、請負金額は６ヵ月連続で前年比

減少しました。

長崎大学の増築・改修工事の発注で「独立行政

法人等」が前年比増加したほか、「市町」分も小

口発注の積上げで同比増加しました。前倒し発注

の反動等もあり、前年比マイナスが続いています

が、減少率は縮小しています。

［企業倒産］……………件数、負債金額ともに過去１年間で最低

４月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比７８．６％減の３件、負債総額

が同比９８．７％減の１億１，０００万円となりました。

緊急融資制度の効果などが続いており、件数、

負債金額ともに過去１年間で最低となりました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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